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言語の継承は、両親の意志によるところが多い。中国には民族学校があるが、学生数が

少なくなるに従って、民族学校の数も減る傾向にある。中国朝鮮族の歴史を見ると、朝鮮

族は移住を恐れない民族である。移住ということばには変化の意味が込められている。移

住のために発生した様々な変化の中で他の言語の影響を受けて言語意識は変わってきた。 

また、中国の民族地域における両語教育が変化し始めてきたため、民族語の継承を中国

政府の政策に依頼することが難しくなった。本稿では、現在子供を育てている朝鮮族の民

族語継承の状況を明らかにし、子供の言語教育の中で無視できない朝鮮語の継承について

論じる。 

本稿のリサーチクエスチョンは以下の 3 点である。 

（1）朝鮮語の未来についてどう予測するか。 

（2）朝鮮語を継承したい理由は何か。 

（3）今継承の際どのような問題点があるのか。 

 

上のリサーチクエスチョンを解明するため、中国の大都市と日本に居住している朝鮮族

の既婚者を研究対象としてアンケート調査で言語使用と意識について調査した。朝鮮語の

継承に関してもっと詳しく調べるため、子供の言語教育、朝鮮語の継承、朝鮮語の未来に

関してインタビュー調査を行った。中国の大都市と日本に居住している朝鮮族の既婚者を

研究対象に決める理由は彼らの朝鮮語の継承と未来を決められる力が未婚者群体より大き

いと判断したためである。朝鮮族の移住率が非常に高い現在の社会環境で朝鮮族学校がな

い都市での朝鮮族の言語認識を分析することは意味を持つと考える。 

 調査の分析と考察の結果、在中と在日朝鮮族の既婚者は居住国の影響を多く受けておら

ず、全体的に、従来の先行研究と同様の様相が示された。まだ朝鮮語が母国語である認識

は大きく変化することはなかったが、子供との会話で使う言語で在中は中国語、在日は日

本語の割合が圧倒的に高かった。また、テレビ番組の言語の割合も子供との会話で使う言

語の割合と一致している。つまり、子供の場合は住んでいる国の言語の使用頻度が高く、

母語と認識する可能性が非常に高いと予想される。 

子供の朝鮮語教育については、朝鮮語を教えたいという考えを持つ人の割合が高かった。

その中で、在中朝鮮族の認識が在日朝鮮族より高かった。しかし、次のような理由から朝

鮮語教育の限界が見える。まず、朝鮮族学校や韓国語を自然に学ぶことができるところが

少ない。次に、家庭で苦労して教えたが、社会環境や学校環境で使用することができない

ため、自然に家でも使用しなくなり、最終的に朝鮮語力を保持できなくなる。そして、朝

鮮語を教えたいが、子供の将来を考慮すると、朝鮮語の優先順位が低くなる。 

このような朝鮮語の継承に示される問題から、今後の朝鮮語教育をどうするべきかとい

う疑問が生じる。中国では少数民族教育と少数民族言語教育を国が認め、支援しているが、

国の政策だけを頼って朝鮮語の継承を持続することは不可能である。よって、朝鮮語の継

承には朝鮮族の集団の力が必要だ。 

 朝鮮語の継承は、親の意志だけでなく、言語を継承していく子供のタスクでもある。親、

家族また朝鮮族団体は子供に朝鮮語を抑圧的に教えるのではなく、自ら朝鮮語の重要性を

理解し、興味を持つようにして自主的に学ぶきっかけと機械が必要であると考える。そし



 

て、朝鮮語が家族とのコミュニケーションで、非常に重要な役割を立っていることを自ら

体験しなければならず、ここには、家族、特に祖父母の役割が一番大きいと予想される。

本稿の調査で出てきたように祖父母の民族の割合は 100％で朝鮮族である。また、子供に

朝鮮族団体の存在があることを認識させられるように、様々な朝鮮族と交流、学習する機

会を創造して、子供のアイデンティティを認識するきっかけを作るべきである。ここで両

親の役割は、子供に朝鮮族団体と交流することができるように機会を作ったり、このよう

な団体を作るべきだと思う。本稿の調査で出てきたように、教えたいという気持ちだけで

はく、朝鮮語の継承のために、より大きな情熱と執行力がなければならないと判断する。

そのためには朝鮮族の親たちの認識がまだ足りないと思う。本稿を通じて朝鮮族に今すぐ

行動しないと朝鮮語は、最終的に子供の世代で切断されるということを知らせたい。興味

の部分では、朝鮮族団体の朝鮮語教育を研究する専門家や一人一人の家族に任せるべきだ

と思う。一人一人の子供に基づいて、具体的な教育方法がすべて異なっているからである。 

本稿は、先行研究に基づいて、少数の在中、在日朝鮮族の既婚者の言語使用と認識につ

いての調査で、朝鮮族の言語の実態調査の一部を担う研究だと言える。今後の課題は、量

的研究を行いより多い人数のデータから実態を明らかにすることである。また、今後は朝

鮮語の継承と未来を決められる力が大きい朝鮮族の子供を研究対象として続ける必要があ

ると考える。 
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